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⾻は脊椎動物が進化の過程で獲得した組織で、⾝体の⽀持組織やミネ
ラル貯蔵の場である。ヒト遺伝学やマウス発⽣⼯学の発展により、⾻
発⽣マスター転写因⼦が複数同定されているが、マスター因⼦の標的
遺伝⼦群やゲノムワイドな作動様式の詳細は未解明であった。北條先
⽣等の研究室では次世代シーケンサーを駆使したゲノムワイド解析に
より、マウス⾻発⽣・⾻代謝・遺伝性⾻疾患モデルにおけるマスター
因⼦群の作⽤機序を明らかにしてきた。さらに最近では、ヒト多能性
幹細胞を⽤いたヒト⾻発⽣モデルにおいて、⼀細胞技術を駆使したマ
ルチオーム解析を⾏い、ヒト⾻発⽣における遺伝⼦制御ネットワーク
を明らかにしてきた。本講演では、転写制御の基礎知識から、NGS解
析・⼀細胞解析等の最新技術の解説を交えながら、⾻発⽣を中⼼とし
た転写制御機構について概論し、今後の⽅向性について考える。


